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　蛍光X線分析装置は工業材料の分析によく使用されます。
　蛍光X線の発生原理は次のとおりです。試料にX線を照射
すると、原子が励起されて内殻軌道の電子が飛び出し、空い
た軌道に大きなエネルギーをもった外殻電子が移動します。
電子の移動に伴いX線が発生し、このX線（蛍光X線）のエネル
ギー（波長）及び強度から定性及び定量分析を行います。
　蛍光X線分析の特徴は、導電性のない試料でも分析でき、
感度・分解能がよいため微量元素の検出が可能なことです。
操作が比較的簡単で、データも比較的わかりやすいので、幅
広い分野で使用されています。
　しかし試料の調整や結果の解析には注意すべき点もありま
す。今回は波長分散型蛍光X線分析装置について、事例を交
えて注意点をご紹介します。

【事例１】塩ビ製パイプの劣化が速いので、成分の面から確認
することにした。蛍光X線分析を行ったところ、塩ビの主成分
（C、Cl）及び安定剤であるCa等のほかにB（ホウ素）が検出さ
れ、概略分析値で18％となった。

　B-Kαのピーク位置にはCl-Ll、Cl-Lηも検出されます。Clは塩
ビの主成分なので、L線も強く出ることに注意が必要です。
☆このほかにもPb-LαとAs-Kα、Zn-Lβ1とNa-Kα、Mo-Lαと
S-Kαなどが近い位置に検出されます。

【事例２】成分不明の金属試料があり、蛍光X線分析により合
金の種類を推定したい。蛍光X線分析を行ったところ、Ni、
Fe、C等が検出され概略分析値はNi：64％、Fe：24％、C：
0.9％であった。ニッケル合金の規格と照合しても合うものが
ない。
　試料表面を研磨して再度測定すると、Niのピークはほとんど
消失してFeが90％以上となり、通常の鉄鋼材料であることが
わかりました。
☆試料の断面は図のようになっていたと考えられます。分析前

に試料の確認を行い、めっき等の表面処理が施されている場
合は、研磨してから分析します。これによりめっきの種類も判定
することが可能です。
　素材の材質のみ知りたい場合は、切断して断面を分析する
方法もあります。

【事例３】シリコン基板の定性分析を行ったところ、重金属領
域に帰属できないピークが複数見られ、同じ試料を何回か測
定するとそのたびピークの位置が変化した。何らかの金属不
純物が含まれているか、表面に付着しているのだろうか。

　重元素領域に現れているピークはいずれもSiによる回折
ピークです。試料が結晶構造を持つ場合、試料自身が1次X線
を回折することによって、回折線が発生し、測定の妨害となるこ
とがあります。
　試料の向きや角度を変えて測定したときに強度や形状、出
現位置が変化するピークは、回折ピークの可能性が高いです。
帰属できないピークやペアピーク*との強度比が不自然な
ピーク、形状が通常とは異なるピークも回折ピークの疑いが
あります。

　今回、ご紹介した事例以外に高次線の妨害などにも注意が
必要です。
　また、蛍光X線分析では標準試料がなくても、おおよその定
量値（概略定量値）が算出できるのが便利な点ですが、あくま
でも概略値であることを認識しておくことが大切です。
　データを正しく解析することは、社内の品質評価や研究開発
に役立つだけでなく、取引先から提出されるデータをきちんと
読み取り、正しい主張を行うことにもつながります。結果の解析
で迷うことがあれば遠慮なく職員にご相談ください。

＊同一元素のKαとKβ、LαとLβなど一定の強度比で発生するX線をペアピークと
呼びます。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 基盤技術課 化学分析係　TEL：075-315-8633  E-mail：kiban@kptc.jp

蛍光X線分析のデータの見方について業務・相談
事例紹介

基盤技術課　関 浩子

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 企画連携課 デザイン情報係　TEL：075-315-9506  E-mail：kikaku@kptc.jp
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クラウドとオンプレ
　クラウドがインターネット上に存在するサービスを利用する
のに対して、オンプレは自社内にサーバを保有してサービスを
展開します。これらを図示すると下図のようになります。

　近年はクラウドのサービスとしてAWS（Amazon Web 
Service）、Azure（Microsoft Azure）、GCP（Google Cloud 
Platform）が有名です。これらはサーバとして機能させること
は勿論、蓄積したデータをAIで解析させることも可能で、その
有用性が高まっています。また、インターネット上のサービスな
ので、新しく機器を購入する必要はありません。使用量に応じた
費用（従量課金制）が必要なだけです。
　一方で、オンプレはセキュリティが堅牢で、自社好みにカスタ
マイズすることが可能です。初期の導入費用としては高くつき

ますが、自社にとって一番良い形を追求するのであれば、オン
プレを検討する必要があるでしょう。

クラウドとオンプレの特徴
　現在、クラウドとオンプレにはそれぞれ下表のような特徴があ
ると言われています。コストならクラウド、セキュリティならオンプ
レというイメージがありましたが、近年はクラウドのセキュリティ
も十分高く、クラウドでサーバ構築するケースも増えています。

さらに詳しい情報は当技術センターのWebサイトで
　誌面の都合で紹介できなかったDX（デジタルトランスフォー
メーション）に関する技術情報をWebサイトで掲載しています。
ぜひご覧ください。
https://www.kptc.jp/gijutsushien/technote/2021_01

クラウド（cloud）とオンプレ（on premises）
それぞれのセキュリティとコストについてトレンド

TREND INFORMATION

技術
　近年、クラウド（cloud）という言葉をよく聞くようになりました。クラウドとはインターネット上のサービスを利用する形態を指します。
一方で、皆さんはオンプレという言葉をご存じでしょうか？　オンプレとはオンプレミス（on premises）という言葉の略で、「自社保有」と
いう意味があります。クラウドとオンプレは、システムを導入する際によく比較検討されます。本記事ではクラウドとオンプレの現在の
特徴について、簡潔にご紹介します。

企画連携課　谷田 幸宏

図　クラウドとオンプレの形態

表　クラウドとオンプレの特徴比較 
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OS以上はユーザーが対応
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